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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

東 南ア ジ ア 、と く に日 系 企 業の 多 い タ イで は 日 本 語教 育 需 要 が高 ま る 中 、タ イ人 教 師 と 日本 人 教 師

が とも に 働 く 教育 機 関 が 増加 し 、異な る 文 化 的 背 景を も つ 教 師間 で の 協 働関 係 の 構 築が 重 要 な 課題 と

な って い る。こ う し た 中、国 際 理解 教 育 に 関 す る研 究 で は 異文 化 の「理 解 不 可能 性 」に 着 目 し、そ れ

を 踏ま え た 関 係構 築 の あ り方 を 探 求 する タ イ プ の研 究 が 蓄 積さ れ て き てい る 。また タ イ の 大 学 で勤 務

す るタ イ 人 と 日本 人 の 日 本語 教 師 を 対象 に 行 っ た事 前 調 査 にお い て も、異 文 化 間職 場 で の 摩 擦 を経 験

し た調 査 協 力 者か ら「 相 手 の考 え 方 が 理解 で き な い／ 理 解 で きる と も 思 わな い 」と い っ た意 見 も 確認

さ れて い た。こ う し た 背 景を も と に、本 研 究 で は、タ イの 大 学 に 勤 務 する 日 本 語 教師（ タ イ 人・日本

人）が 異 文 化の「 理解 不 可 能性 」を いか に 経 験 し、そ の 状 況下 で ど の よ うに 協 働 を 維持 し よ う とし て

い るの か を 分 析す る こ と を通 じ て 、異 文 化 間 職 場 にお け る 協 働関 係 の 構 築／ 維 持 を 支え る 実 践 を概 念

化 する こ と を 目的 と し た 。  

本 調査 で は 、事 前 に 2 名 の タイ 人 と 3 名 の日 本 人 の日 本 語 教 師に イ ン タ ビュ ー 調 査 を行 っ て い たタ

イ の大 学 X と Y で 、調 査 の規 模 を 拡 大し て 改 め てイ ン タ ビ ュー 調 査 を 実施 し た 。本 調 査で は 計 24 名

の 日本 語 教 師 に、 異 文 化 間職 場 で の 摩擦 の 経 験 とそ の 対 応 方法 に つ い て尋 ね た 。  
調 査の 結 果 、理 解 不可 能 性 の経 験 は 、主 に 職場 で の 意思 決 定 や 仕事 上 の 意 見の 相 違 を めぐ る 場 面 に

お いて 語 ら れ 、摩 擦を 経 験し た 調 査 協力 者 の 大 半に 半 ば 諦 めに 近 い 感 覚が 見 ら れ た 。また 、こ うし た

葛 藤の 原 因 を「 文 化 の 違 い」と して 一 般 化 す る ので は な く、対 立 相 手 の「 個 人的 な 問 題」と して 捉 え

て 現状 を 納 得 しよ う と す る語 り が 調 査協 力 者 の 大半 に 見 ら れた 。さ ら に 、調 査協 力 者 の 大方 は 相 互理

解 より も 、相 互 に 妥協 で きる 点 を 探 して 仕 事 を 速や か に 前 進さ せ る こ とを 優 先 し てい た 。一 方 、そ の

点 で妥 協 を 避 ける 傾 向 に ある 教 師 が 関わ る 場 面 では 、異 文 化 間 職場 に お ける 摩 擦 が 長期 化 、深 刻 化し

て いる こ と が 確認 さ れ た 。な お 、職場 に お け る 摩 擦の 原 因 が 文化 差 に 起 因す る か ど うか は 本 研 究の 射

程 外で あ り 、 教師 た ち が 異文 化 間 職 場で の 摩 擦 をど の よ う に経 験 し て いる か に 焦 点を 当 て て いる 。  
以 上の 結 果 は 、異 文 化 間 職場 に お け る協 働 の 維 持が 、 相 互 理解 の 達 成 では な く 、 2 つ の 現 実 的 な対

応 実践 に 支 え られ て い る こと を 示 唆 する 。第 1 の 実 践 は「 個 人 帰属 」で あり 、葛藤 の 原 因 を 文 化差 と

し てで は な く 対立 相 手 の 個人 的 な 問 題と し て 帰 属さ せ る こ とで 、解 決 不 能な 問 題 を 管理 可 能 な 水準 に

変 換す る も の であ る 。問 題 の発 生 源 が 特定 の 個 人 の行 動 様 式 にあ る 場 合 、こ の対 応 に は 一定 の 現 実的

妥 当性 も あ る。第 2 の 実 践は「 意 味の 保 留」で あ り、理 解 不可 能 性 を 解 消せ ず に 脇 に置 い た ま ま、妥

協 でき る 点 を 探し て 業 務 を前 進 さ せ るも の で あ る 。これ は 積 極 的な 問 題 解決 で は な く 、協働 を 綱 渡り

的 に成 立 さ せ るた め の 現 実的 対 応 と して 位 置 づ けら れ る 。  
本 研究 は 、異 文 化間 職 場 に おけ る 協 働 維持 の 実 践 を「個 人 帰 属 」と「意 味 の保 留 」と し て概 念 化 し 、

相 互理 解 が 達 成さ れ な い 状況 下 で も 協働 が 維 持 され う る 実 態の 一 端 を 示し た 。同 時 に 、こ う し た綱 渡

り 的な 対 応 が 組織 的 な サ ポー ト な し に現 場 の 教 師個 人 に 委 ねら れ て い る実 態 は 、異 文 化 間 職 場 にお け

る 制度 的 課 題 を示 す も の でも あ る 。今 後 はこ の 概念 の 精 緻 化を 進 め 、異 文化 間 職 場 に おけ る 組織・制

度 的サ ポ ー ト のあ り 方 を も視 野 に 入 れた 論 文 と して 発 表 す るこ と を 目 指す 。  
 

【研究成果発表方法】 
本 研究 の 成 果 は、 日 本 教 師教 育 学 会 第 36 回 大 会 で報 告 し た 後、 学 会 誌 に投 稿 す る 予定 で あ る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


